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学校法人 城星学園 
 
 
 
 



はじめに 
 学校法人の健全経営とともに充実発展をはかるため、２０２０年度においては、理事長の「２０２０年度からの学園運営方針(別掲)」に基づいて、各校種が一

つになって、学園の建学の精神のもとに教育活動を推進した。なお、２０２０年度は、コロナウイルス感染症拡大により、年度内において度々学園全校休校を余

儀なくされ、３密を避けるため、各学校行事が休止や縮小になるなど、教育活動に多大な影響を被った。こういった状況の中、創立者ドン・ボスコの「こどもを

愛するだけでは足りない、こどもが愛されていると感じなければならない」という言葉に代表される教育理念は再認識され、その教育理念のもとに、今後も本学

園の教育活動を展開していく。 

また、外部に対する情報公開とともに積極的な自己点検評価・学校評価が求められており、２０２０年度においても学園後援会との連携のもと、全保護者あて

にアンケートを実施し、貴重なご意見が多数寄せられた。その結果を学園の教育活動に活かしながら、２０２０年度学校評価としてまとめた上で情報公開すると

ともに、２０２１年度に向けてさらに充実した評価活動の実施と教育活動のさらなる充実・推進に繋げていきたい。 

 

≪２０２０年度の学園運営方針≫ 
１． ドン・ボスコの精神によるカトリック学校を維持する。（ドン・ボスコ、マリア・マザレロについて学びを深める。） 
２． 「園児・児童・生徒の安全」管理を徹底する。（被災防止力、対応力を高める） 
３． 『良心的な人間、よき社会人」を育成する教職員』を育成する。（教職員研修を体系的に実施する） 
４． 校種間、兄妹校間の連携を強化する。（サレジオ教育が目指す姿を定義し、学園内外に訴求する） 
５． 自然に挨拶が交わせる学園にする。（教職員が率先して、子どもたち、保護者、お客様に挨拶をする） 

 
≪２０２０年度取り組み事例≫ 

・大阪星光学院との連携事業の実施。 

・各校種の教育活動及び広報活動等（各校種の活動報告参照）。 

・各校種の自己評価及び学校評価（全保護者アンケート）の実施。 

・幼稚園未就園児対象の体験広場や預かり保育等による子育て支援の実施。 

・学園広報活動の充実（各校種の活動報告参照）。 

・はぐくみの園の活動、ＪＡＴ（城星学園課外教育活動）プログラムの実施。 

・事業計画の充実に向けた計画書の見直し。 
・教員の宗教研修、研究授業・保育の実施。 
・教育環境の維持向上のために、約７千万円の施設・設備投資。 

 
次頁より、各校種の教育活動等について報告する。 
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建学の精神 ：城星学園は、カトリックの精神に基づき、創立者聖ヨハネ・ボスコ（ドン・ボスコ）の教育理念である『道理』と『信仰』と『愛』に根ざし

た教育法によって、園児、児童、生徒の全人間教育に励み、神を敬い、人を愛し、自然を大切にする『良心的な人間、よき社会人』を育成す

ることを使命とする。 

 

所在地 大阪府大阪市中央区玉造２丁目２３番２６号 

 

法人成立の年月日   昭和２８年３月２５日 

 

学校設置認可年月日 

幼稚園   昭和２８年３月１６日 

小学校  昭和２８年３月１６日 

中学校  昭和３４年２月２７日 

高等学校 昭和３７年１月１４日 

 

学校法人 城星学園  組織図 （２０２０年４月１日現在） 
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１．法人の概要 

理 事 会 

理事長 

城星学園 

幼 稚 園 
城星学園 

ｻﾝﾀﾏﾘｱ 

ｽｲﾐﾝｸﾞｽｸｰﾙ 

城星学園 

小 学 校 

評議員会      監事      

城星学園 

中 学 校 

高等学校 

法 人 

統括室 

城星学園 

総合教育 

企画室 



  
１） 設置学校及びクラス数 

 
（２０２１年度） 

    
城星学園幼稚園 城星学園小学校 城星学園中学校 城星学園高等学校（全日制普通科） 

3 年保育 3 ｸﾗｽ 1 年   4 ｸﾗｽ 1 年 1 ｸﾗｽ 1 年 Allegro ｺｰｽ 2 ｸﾗｽ､Vivace ｺｰｽ１ｸﾗｽ 
2 年保育 3 ｸﾗｽ 2 年   3 ｸﾗｽ 2 年 1 ｸﾗｽ 2 年 Allegro ｺｰｽ 2 ｸﾗｽ､Vivace ｺｰｽ１ｸﾗｽ 
1 年保育 3 ｸﾗｽ 3 年   3 ｸﾗｽ 3 年 2 ｸﾗｽ 3 年 Allegro ｺｰｽ 2 ｸﾗｽ､Vivace ｺｰｽ１ｸﾗｽ 

計 9 ｸﾗｽ 4 年   3 ｸﾗｽ 計  4 ｸﾗｽ 計 9 ｸﾗｽ 
5 年   3 ｸﾗｽ 
6 年   3 ｸﾗｽ 

計 19 ｸﾗｽ 
 

（２０２０年度） 

    
城星学園幼稚園 城星学園小学校 城星学園中学校 城星学園高等学校（全日制普通科） 

3 年保育 3 ｸﾗｽ 1 年   3 ｸﾗｽ 1 年 2 ｸﾗｽ 1 年 総合進学ｺｰｽ 2 ｸﾗｽ､特別進学ｺｰｽ１ｸﾗｽ 
2 年保育 3 ｸﾗｽ 2 年   3 ｸﾗｽ 2 年 2 ｸﾗｽ 2 年 総合進学ｺｰｽ 2 ｸﾗｽ､特別進学ｺｰｽ１ｸﾗｽ 
1 年保育 3 ｸﾗｽ 3 年   3 ｸﾗｽ 3 年 2 ｸﾗｽ 3 年 総合進学ｺｰｽ 2 ｸﾗｽ､特別進学ｺｰｽ１ｸﾗｽ 

計 9 ｸﾗｽ 4 年   3 ｸﾗｽ 計  6 ｸﾗｽ 計 9 ｸﾗｽ 
5 年   3 ｸﾗｽ 
6 年   3 ｸﾗｽ 

計 18 ｸﾗｽ 
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２）定員および在籍者数（各５月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
３）役員等・教職員 

役 員 等： 
 

年 度 

幼稚園 
（定員 280） 

小学校 
（定員 600） 

中学校 
（定員 180） 

高等学校 
（定員 450） 

計 増減 
(対前年度) 

ｸﾗｽ 現員 ｸﾗｽ 現員 ｸﾗｽ 現員 ｸﾗｽ 現員 現員 

2021 9 263 19 605 4 68 9 158 1,094 △14 

2020 9 263 18 595 6 75 9 174 1,108 △37 

年 度 理事 監事 評議員 

2021 8 人 ２人 １７人 

2020 8 人 ２人 １７人 
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教職員：                                                                             （５月１日現在）  （人） 

 

 

 

 
４）役員会の開催 

①理事会・評議員会 

 

 理 事 会：  2020 年 ５月 

2020 年 ８月 

2020 年１１月 

2021 年 ３月 

   

 評議員会：   2020 年 ５月 

2021 年 ３月 

 

②監 査：     2020 年 ５月 

 

                                           
年 度 

幼稚園 小学校 中学校 高等学校 法人統括室 ＳＳ 
 
 

計 専 
 

任 

常 
 
勤 

非 
常 
勤 

専 
 
任 

常 
 
勤 

非 
常 
勤 

専 
 

任 

常 
 

勤 

非 
常 
勤 

専 
 

任 

常 
 
勤 

非 
常 
勤 

専 
 
任 

常 
 
勤 

非 
常 
勤 

専 
 
任 

常 
 
勤 

そ 
の 
他 

2021 
13 3 9 24 13 5 3 4 0 16 7 11 7 7 3 2 3 22 

152 
計 25 計 42 計 7 計 34 計 17 計 27 

2020 
14 4 9 22 9 5 4 6 0 19 6 12 8 8 3 2 3 24 

158 

計 27 計 36 計 10 計 37 計 19 計 29 
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（  ）は内部進学者数。 ※別途入園者含む。 

 

年度 区 分 
幼稚園  

小学校 

 

 

中学校 

 

 

高等学校 

 3年保育 2年保育 1年保育 

 

2022 

 

 

新入生募集人員 

 

90 若干名 若干名 約100 募集停止 75 

2021 

新入生募集人員  84 若干名 ― 100 50 80 

志願者数 176 11  211 22 69 

受験者数 163 11  190 22 68 

合格者数 106  10  132 21 68 

入学者数  90  5    114(37)   20(7)    54(19) 

2020 

新入生募集人員  84 若干名 ― 100 50 80 

志願者数  200 19  175 31 74 

合格者数  106  6  120 29 70 

入学者数  80  6    100(30)   24(6)     54(18) 
 

２．募集計画及び教育計画等 



生徒数推移 
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学校法人城星学園 中期行動計画-2020 年度のふりかえり 
 

建学の精神： 

城星学園は、カトリックの精神に基づき、創立者聖ヨハネ・ボスコ（ドン・ボスコ）の教育理念である『道理』と『信仰』と『愛』に根ざした教育法によって、園児、児童、生徒の全人

間教育に励み、神を敬い、人を愛し、自然を大切にする『良心的な人間、よき社会人』を育成することを使命としています。 

 

教育理念： 

 「教育は心の問題であり、青少年を愛するだけでは足りません。青少年が愛されていると感じられるように彼らと共に生きる」 

 

 

【中期方針・2020 年度部門別行動計画及びその評価】 

 

 

 

≪次頁以下のとおり。≫ 
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法人統括室 

 

 

1.ドン・ボスコ

の精神によるカ

トリック学校を

維持する 

ドン・ボスコ、

マリア・マザレ

ロについて学び

を深める 

(A)福音を感じさせる施

設・設備の整備を行う 

ドン・ボスコやマリア・マザレロに関

する文献等を充実させる 

ドン・ボスコ、マリアマザレロ

の学校であることの意識向

上 

 

△ 

(B)カトリック精神の理

解を深める 

カトリック関連宿泊研修（宮崎）を

実施する 

学園の成り立ちへの理解の

深化 

コロナウイルス感染

症の影響により実施

できなかった。 

(C)地域への貢献を深め

る 

城星キッズクラブの行事を充実

〈地域の歴史を学ぶ遠足等を、は

ぐくみの園との共同実施を検討）

させる 

地域の方々と良好な関係を

構築、地域の子どもたちの

健全育成 

コロナウイルス感染

症の影響により実施

できず、今後の見通

しが立っていない。 

 

2.「園児・児

童・生徒の安

全」管理を徹底

する 

被災防止力、対

応力を高める 

(A)防災・防犯ﾏﾆｭｱﾙに

基づく、実地訓練を行

う 

防犯マニュアルを改訂し、津波避

難等を実施する 

教職員の防災知識の向上

とともに、有事に際し迅速に

行動できる職場の意識の醸

成と体制の構築 

コロナウィルス感染

症の影響により当面

の予定がわからない

為、実施できていな

い。 

(B)地域の防災活動に目

を向ける 

大阪女学院・大司教区との連携と

ともに、地域の防災体制について

の理解を深めるとともに地域に協

力できる範囲を検討する 

地域との連携強化 コロナウィルス感染

症の影響により実施

できていない。 

(C)防災備蓄品を機能的

に整備する 

備蓄品などを機能的に使用でき

るように全教職員が、設置場所な

どを把握する 

様々な状況に対応可能な

準備 

 

○ 
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中期方針 2020年度方針 中期行動計画 2020 年度行動目標 ねらい (評価のポイント) 年度評価 



3.『良心的な人

間、よき社会

人」を育成する

教職員』を育成

する 

教職員研修を体

系的に実施する 

(A)在籍教職員の資質を

向上させる 

マナーアップ、モラル研修を企

画・実施する 

教育のみならず、幅広い視

野を持った良き社会人の育

成 

マナーアップやモラ

ル研修のオンライン

実習、文献等からの

レポート等でそれぞ

れの学びを深めてい

く必要がある。 

(B)新規入職者の資質を

向上させる 

ビジネスマナー等の基本スキルの

研修・セミナーに参加やカトリック

についての研修を実施する 

学園内における人材育成

強化と人を育てる土壌づく

り 

 

△ 

(C)教育相談室を設置

し、教職員の抱える問

題に対応する 

組織的対応に向けたバックアップ

体制を強化する 

組織的対応力強化と教職

員の問題解決能力向上 

 

△ 

 
4.校種間、兄妹

校間の連携を強

化する 

サレジオ教育が

目指す姿を定義

し、学園内外に

訴求する 

(A)大阪星光学院生徒の

学園施設設備利用の促

進および教職員の交流

を深める 

合同親睦会への積極的な参加、

参加しやすい体制づくりを行う 

家族的交流の推進 with コロナ継続のた

め、交流の手法も考

えていく必要がある。 

(B）事務部門に教育活

動支援部門を設ける 

水泳等クラブ活動支援、プログラ

ミング授業支援、授業用機材の貸

し出しを行う 

教育活動の充実および教

育資源の効率的有効活用 

 

〇 

(C)ＳＳｽﾀｯﾌによる教育

活動の支援を充実させ

る 

水泳授業・クラブ活動をサポート、

体育館の美化・機能性を向上さ

せる 

中高の入学意欲を高めるよ

うな魅力ある部活作り 

 

〇 
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5.自然に挨拶が

交わせる学園に

する 

教職員が率先し

て、子どもたち、

保護者、お客様に

挨拶をする 

(A)教職員紹介ブックの

充実 

紹介ブックを早期に作成し配布す

る 

教職員同士の良好な関係

性構築 

 

〇 

(B)教職員のレクリエー

ション企画 

教職員家族への学園施設開放行

事を実施する 

帰属意識の向上 コロナウイルス感染

症の影響により実施

できなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 



総合教育企画室 

 

 

1.ドン・ボスコ

の精神によるカ

トリック学校を

維持する 

ドン・ボスコ、

マリア・マザレ

ロについて学び

を深める 

(A)カトリック教会の国内・

国外のネットワークとの関係

を深める 

地域の教会において城星学園の

認知度をさらに高めるとともに、募

集上の効果を得る 

カトリック教会とカトリック学

校の共栄 

 

△ 

(B)各校種において、シスタ

ー方のメッセージに接する機

会を増やす 

シスター方のメッセージ集(動画を

含む）を作成する 

学園のアイデンティティの

再確認 

 

△ 

(C)卒業生や、その保護者と

の関係強化を図る 

同窓会主催イベントに積極的に

協力する。卒業生の保護者の組

織化に着手する 

学園関係者全体の協力関

係の深化 

コロナ禍のもと、イベ

ントなどを通じて協力

関係を深めることが

できなかった。 

 

2.「園児・児

童・生徒の安

全」管理を徹底

する 

被災防止力、対

応力を高める 

(A) 防災関係の教育的コンテ

ンツを収集し、図書館などに集

積する 

防災教育に役立つ基礎的な映像

資料等を収集する 

防災教育をさらに深めてい

くための準備 

 

△ 

(B) 感染症対策について、学

園全体として意識向上を図る 

新型肺炎対応についての知見を

深め、今後の感染症対策に活か

す 

より幅広い視野での安全確

保 

 

○ 

 
3.『良心的な人

間、よき社会

人」を育成する

教職員』を育成

する 

教職員研修を体

系的に実施する 

(A)校種を枠を超えた合同研修

の機会を増やす 

小学校・中高の合同一泊研修会

を開き、教職員の資質向上を図る 

研修効果の向上  

△ 

(B)教職員が 他校種の教育活

動を見学する機会を増やす 

各校種から、他校種教職員が見

学可能な行事等についての情報

を集める 

教職員の知見の深化  

△ 

(C)困難を抱えている園児・児

童・生徒に対する教職員の共

感力を高める 

ベテラン教職員の経験に学ぶ会

（懇話会・茶話会等）を企画する 

教職員の問題解決能力の

向上 

 

△ 
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中期方針 2020年度方針 中期行動計画 2020 年度行動目標 ねらい (評価のポイント) 年度評価 



4.校種間、兄妹

校間の連携を強

化する 

サレジオ一教育

が目指す姿を定

義し、学園内外

に訴求する 

(A)学園全体の広報活動の統

一性をさらに高める 

各校種のパンフレット・ウェブサイ

ト・説明会についての情報共有を

より緊密にする 

学園全体としての訴求力の

向上 

 

△ 

(B) 広報活動において、サレジ

アンスクール間の協力を深める 

大阪星光学院との広報活動面で

の連携を深め、共同活動を増や

す 

サレジアンスクール全体とし

ての訴求力の向上 

 

△ 

 

5.自然に挨拶が

交わせる学園に

する 

教職員が率先し

て、子どもたち、

保護者、お客様に

挨拶をする 

(A)他校種の教職員との交流の

機会を増やす 

校種の枠を超えて、教職員の同

好会・親睦会的活動の機会を設

ける 

教職員の一体感・親近感の

向上 

同好会・親睦会をは

じとめする学園教職

員の交流の機会を得

られていない。 

(B)校種の枠を超えて職務上で

の協力を進める 

ICT を活用して職務の効率的な

分担を図る 

公平に協働しているという

意識の向上 

 

△ 

 
6.教育計画  サレジアンスクールの伝

統的な教育法を真摯に実

践し続ける 

各校種の取り組みについて

の情報共有を進める 
学園の教育的伝統の保

持 
 
○ 

教育の新しいトレンドや

技術についての情報収集

を進め、導入の可能性を

探る 

プログラミング、英語４技

能の習得等についての研修

の機会を増やす 

保護者の関心・ニーズ

への対応 
 
△ 

 
7.募集計画  募集・広報活動における

校種を超えた協力を進め

る 

募集・広報活動について、

校種を超えた情報共有・意

見交換の機会を増やす 

学園全体としての訴求

力の向上 
 
△ 

サレジアンスクール間の

連携協力や「はぐくみの

園」イベント等を通じて

学園への関心・評価を高

める 

連携協力の新しい形態を模

索し、「はぐくみの園」の

新しいイベントを企画する 

学園全体としての志願

者の増加 
連携協力と「はぐ

くみの園」の活動

において、所期の

目標を達すること

ができなかった。 
13 



幼 稚 園 
 

 

1.ドン・ボスコ

の精神によるカ

トリック学校を

維持する 

ドン・ボスコ、

マリア・マザレ

ロについて学び

を深める 

(A)ｷﾘｽﾄの教えと、創立者ﾄﾞﾝ・

ﾎﾞｽｺとﾏﾘｱ・ﾏｻﾞﾚﾛの生き方を

学ぶための研修の場を設定す

る 

カトリックの精神に基づいた教育

活動を日々実践するとともに拡充

していく 

カトリック・ミッションスクール

の教員としての意識改革が

なされ、いかに行動に変化

が見られたか 

 

〇 

(B)アシステンツァの理解を深

め、マリア様、イエス様の心に

倣い実践する 

「子どもたち自身が愛されている」

と実感できるまでの深い愛と見守

りをもって、キリストに倣う者となる 

保護者との信頼関係をいか

に構築し、理解と協力を得

られたか 

 

〇 

 

2.「園児・児

童・生徒の安

全」管理を徹底

する 

被災防止力、対

応力を高める 

(A)安全教育を実践する 防災・減災・防犯の為の研修や訓

練を実施するとともに、さらに拡充

させる 

子どもたちの意識と行動の

変化がどのように顕われた

か 

 

〇 

(B)安全・安心の為の教育環境

整備を行う 

教育環境全般にわたり、定期点

検を実施し、危険回避を図る 

危険箇所の発見・改善に万

全を尽くすべく鋭敏に反応

できたか 

 

〇 

 

3.『良心的な人

間、よき社会

人」を育成する

教職員』を育成

する 

教職員研修を体

系的に実施する 

(A)教職員の資質向上を目指し

た研修を実施する 

教育者としてのスキルアップと良

き社会人としての範を示す為の意

識向上を図る 

円滑な人間関係に基づく協

働意識のもと、組織運営の

活性化につながったか 

 

△ 

(B)園児に関する情報の共有を

図る 

園児一人一人の健全な成長に根

差した情報交換を綿密に行う 

全教職員が情報を共有し、

組織としての対応ができた

か 

 

〇 
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中期方針 2020年度方針 中期行動計画 2020 年度行動目標 ねらい (評価のポイント) 年度評価 



4.校種間、兄妹

校間の連携を強

化する 

サレジオ教育が

目指す姿を定義

し、学園内外に

訴求する 

(A)他校種の児童・生徒と

の交流の機会を広く設け

る 

従前の交流の方法や時期に

とらわれず、一層の拡大と

充実を図る 

園児・児童・生徒間に

とどまらず、教職員同

士、さらには保護者間

の交流ができたか 

 
 
△ 

 
5.自然に挨拶が

交わせる学園に

する 

教職員が率先して、子

どもたち、保護者、お

客様に挨拶をする 

(A)教職員間で挨拶を励行する 円滑な職場環境の構築とモラル

やコンプライアンスの向上に向け

た指導や研修を実施する 

各自が積極的に気持ちのこ

もった挨拶をし、職場環境

作りに貢献できたか 

 

〇 

(B)園児に対し、挨拶の大切さ

等の指導を継続し、励行を促

進する 

園児一人一人に目配り、気配りを

怠らず、良き社会人としての基本

的生活習慣の定着を図る 

良き社会人としての範を示

し、教え導くことができたか 

 

〇 

(C)より良い教育共同体作りに

努める 

教職員間、保護者間の強固な信

頼関係の構築に向け、様々な機

会を通して意思疎通を図る 

「親の集い」や各集会等に

おいて、内容を精査し、目

的を達成し得たか 

 

△ 

 
6.教育計画  ﾄﾞﾝ･ﾎﾞｽｺ及びﾏﾘｱ･ﾏｻﾞﾚﾛの

教育理念である予防教育法

の一層の充実を図る 

 

創立者の建学の精神の研究

をさらに深め、日々の教育

活動の実践に活かす 

日常の教育活動を実践

する上で、成果として

顕われたか 

 
△ 

 
7.募集計画  園の方針や活動内容の積

極的な発信と「体験ひろ

ば」の内容の充実と検証

を通して、保護者への啓

発を図る 

ガイドブック、パンフレッ

ト、HP 等紹介媒体を用

い、園紹介を行い、募集に

つなげる 

3 年保育の新入園児数

を 90 名強、確保する

ことができたか 

 
 
〇 

 
 
 
 
 
 

15 



小 学 校 
 
 

1.ドン・ボスコ

の精神によるカ

トリック学校を

維持する 

ドン・ボスコ、

マリア・マザレ

ロについて学び

を深める 

(A)ミッションスクールとしての意

義をより強く認識する 

宗教研修を活性化する(宗教研

修､ドン・ボスコ研修､1 泊研修)「誠

実な社会人，キリストに倣う者」の

理解を深め，具現化を図る 

教員一人ひとりが聖書マタ

イ６・１０を読み深め,研修を

経ての具現化 

 

〇 

(B)ミッションスクールとしての特

性を具現化する 

ドンボスコを初めとする聖人の生

き方に倣う聖書をもとに光の子集

会を実施し，事前・事後指導を大

切に扱い，宗教科道徳との関連

を図る 

子どもたちの意識，実際の

行動の変化 

 

 

△ 

(C)保護者の理解度を向上させ

る 

保護者対象勉強会，ドンボスコ勉

強会(シスター,校長，教頭)を実施

する 

カトリック精神及び創立者ド

ンボスコに対する保護者の

意識高揚と行動の変化 

 

△ 

 
2.「園児・児

童・生徒の安

全」管理を徹底

する 

被災防止力、対

応力を高める 

(A)各学年にふさわしい安全教

育を実施する 

学年別各種教室を実施する 

特に下校指導に重点を置き，教

師による立番指導，巡回指導を

強化する 

防犯訓練を実施する 

児童及び教員の意識高

揚，具体的な行動の確認 

 

 

△ 

(B)危機管理研修を実施する 心肺蘇生法研修を実施する 

炊き出し訓練を実施する 

新１年生対象に災害時児童引渡

し訓練を実施する 

週 1 回の校舎内運動場の

安全点検及びけが 0 デー

（毎週金曜日）の意識化 

 

△ 

(C)避難訓練を実施する 全校避難訓練を年３回実施する

二次災害を考えた（津波等）避難

訓練を実施する 

防火・防災に関する意識高

揚 

 

△ 
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中期方針 2020年度方針 中期行動計画 2020 年度行動目標 ねらい (評価のポイント) 年度評価 



3.『良心的な人

間、よき社会

人」を育成する

教職員』を育成

する 

教職員研修を体

系的に実施する 

(A)教職員研修を実施する ｱ)「リスクマネージメント」に関する

研修を実施する 

SNS，ライン等による弊害，保護者

対応に関する研修を実施する 

危機管理，保護者対応に

関する教職員の意識向上 

 

〇 

ｲ)新任研修会を実施する 建学の精神と本校の教育

についての理解深化 

 

〇 

(B)児童に関する情報交換を実

施する 

学年会，学年部会，職員会議等

において日常的に情報交換を行

う要望に応じて，児童または保護

者対象の教育相談を実施する 

全児童の情報についての

全教員の共有化 

 

〇 

 
4.校種間、兄妹

校間の連携を強

化する 

サレジオ教育が目指

す姿を定義し、学園内

外に訴求する 

(A)全校種合同研修会を実施

する 

合同研修会を実施する 

チャレンジゼミを継続実施する 

すてらの会への参加を奨励する 

全校種の教員の関係性

構築 

 

 

△ 

(B)幼園児と小児童の交流会を

実施する 

交流会を実施する 

幼小の教員情報交換会を実施す

る 

交流会の実施と幼小教員

の連携意識向上 

コロナ禍により,幼稚

園との合同行事は実

施できなかった。 

(C)小と中高，（星光学院）の教

員参加による授業研究を実施

し交流を図る 

授業研究会の案内及び相互参加

と意見交換会を実施する 

授業見学会の実施と小中

高教員の連携意識向上 

コロナ禍により実施

せず。６年授業に数

学の教員の依頼を

し,現在進行形であ

る。 
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5.自然に挨拶が

交わせる学園に

する 

教職員が率先して、子

どもたち、保護者、お

客様に挨拶をする 

(A)教職員間で挨拶を励行

する 

 

教職員間で気持ちの良い明るい

挨拶を継続して励行する 

「紹介ブック」を活用する 

本校職員としての意識向

上、互いの注意喚起 

 

△ 

（B)児童に対し挨拶・会釈の指

導を行い励行を促す 

児童に対し静かな右側廊下歩行

を徹底させるとともに，挨拶・会釈

の指導を行い励行を促す教員が

模範を示す 

良き社会人育成の「鏡」とな

ること 

△ 

(C)保護者に対し啓発を行う 母親教室（校長，教頭，教員，講

師招聘）で啓発を行う 

教育共同体としての認識深

化 

 

△ 

 
6.教育計画  （A)アシステンツァを励行する 「いつもどこでも子どもと共に」の

実践を図る 

児童が愛されていると感じる指導

の在り方,言葉のかけ方を考える 

教育成果の向上  

〇 

（B)聖書マタイ６・１０を読み深め

る 

「みこころが天に行われるとおり，

地にもおこなわれますように」の具

現化に努める 

サレジオ家族の一員として

の意識化 

 

〇 

 
7.募集計画  （A)学校の魅力を発信する 媒体の更なる活用を図る(計画詳

細は別紙)本校へのニーズの分析

を行う 

新入生 105 名確保  

〇 

（B)説明会・オープンスクール

等を実施する 

各幼稚園，塾への案内及び近隣

塾への小規模説明会を実施する

入試速報会を実施する 

宗教教育をベースにした心

技体バランスのとれた児童

を育成する学校であることと

教育改革の進捗状況の周

知 

 

 

△ 
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中学校・高等学校 
 
 

1.ドン・ボスコ

の精神による 

カトリック学校

を維持する 

ドン・ボスコ、

マリア・マザレ

ロについて学び

を深める 

(A)ｶﾄﾘｯｸの精神、ﾄﾞﾝ･ﾎﾞｽｺとﾏﾘ

ｱ･ﾏｻﾞﾚﾛの教育、特に「ｱｯｼｽﾃ

ﾝﾂｧ」の理解を深める 

聖書の学びを通じて創立者の教

育を深めていく 

サレジオの学校の教員とし

ての意識向上 

 

△ 

(B)生徒教員共に、祈りと自己

の振り返りの時をもつ 

朝礼、終礼の祈りを丁寧に、落ち

着いた環境の中で行うために、司

牧部を中心に各担任、副担任が

指導にあたる 

「教育は心の問題である」と

いう創立者の言葉に対する

教員の意識向上 

 

〇 

 
2.「園児・児

童・生徒の安

全」管理を徹底

する 

被災防止力、対

応力を高める 

(A)様々な面における安全教育

を向上させる 

新型コロナウイルス、SNS 使用、

防犯、薬物乱用防止、防災対策

のため常に研修や話し合いの機

会をもつ 

教員、生徒の危機管理意

識の向上 

 

〇 

(B)問題事象の早期発見、早期

対応を行う 

管理職、学年、生徒指導部、教育

支援との情報共有を密に行い、

組織的に対応する 

生徒の安全確保、問題事

象の早期対応 

 

〇 
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中期方針 2020年度方針 中期行動計画 2020 年度行動目標 ねらい (評価のポイント) 年度評価 



3.『良心的な人

間、よき社会

人」を育成する

教職員』を育成

する 

教職員研修を体

系的に実施する 

(A)2020 年を皮切りとする改革

に向けて多様な価値を求める

教育の新しい方向性を実現す

る 

教師力（授業力・生徒指導力）の

向上をはかる 

研究授業をし、研修会に参加する 

教育の『質』向上  

〇 

(B)女子校の教育として、礼儀、

マナー、身だしなみの指導力を

向上させる 

教員と生徒のふれあいを大切に

し、指導の信頼に活かす 

教育の『質』向上  

△ 

 
4.校種間、兄妹

校間の連携を強

化する 

サレジオ教育が目指

す姿を定義し、学園内

外に訴求する 

(A)「はぐくみの園」の精神に則

り、15 年、12 年、6 年一貫教育

の賛同者を増やす 

中学への内部進学者への増加を

目指す 

ドン・ボスコの学校として意

識の向上 

 

△ 

(B)大阪星光学院との連携によ

る互いの効果を求める 

教科、部活動等、可能なところか

ら大阪星光学院の教員と協働す

る機会を増やす 

大阪星光学院との連携によ

る本校の教育の拡幅 

 

△ 

 
5.自然に挨拶が

交わせる学園に

する 

教職員が率先して、子

どもたち、保護者、お

客様に挨拶をする 

(A)他校種、法人の教職員と共

にあることを意識する 

他校種、法人の教職員との自然

な笑顔の挨拶、「紹介ブック」を用

いながら顔と名前を知る 

ファミリーとしての学園への

帰属意識向上 

 

△ 

(B)社会人として、周囲に喜ば

れる人を育てる 

笑顔で自然に挨拶の声が飛び交

う心の風土づくりを行う 

城星全体としての one チー

ム感向上 

 

〇 
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6.教育計画  (A)中学、高校それぞれの段階

における「自立」を育てる 

「学びの森」「学びの森ジュニア」

を通じて学びの楽しさを知る 

好奇心を学びに繋げること  

△ 

(B)丁寧で組織的な進路指導の

継続と進路実績を向上させる 

放課後自習サポートを手厚くし、

難関大学に挑戦する生徒を増や

す 

生徒の自己実現と進路実

績向上、中高の存続 

 

△ 

 
7.募集計画  生徒への予防教育の実践を通

して、多様な学力をアップさせ、

生徒募集につなげる 

「学びの森」を通し、多様な学び

に挑戦することで各々の個性、能

力を伸ばし、大学入試改革にも対

応できる学力がつくことをアピー

ルし、生徒募集に繋げる 

中学 40 名      

高校 75 名 

の入学 

 

 

△ 
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教育環境整備の一環として、次の工事等を実施した。 

 
※幼稚園バス駐車場用の土地取得 取得価額：１億３,５００万円 

                      場   所：大阪市天王寺区空清町 

                  面  積：４９．９７坪 
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３．施設設備計画（報告） 



財務状況（報告） 
   
  次のとおりであるが、今後、各校種の適正な学費の設定、人件費比率の改善、各経費の見直し等を行い 7 ながら、収支の改善・ 

安定を求めていく。 
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